
梶
井
基
次
郎
に
つ
い
て
の
一
考
察

- '-'a--Jr　晶

は
じ
め
に

撹
井
基
次
郎
は
'
光
と
影
と
を
鋭
く
感
受
し
た
作
家
で
あ
る
。
こ
と
に
夜
の

川
　
¥
i
r
　
い
て
は
、
蝣
:
:
.
:
.
i
-
,
i
'
'
:
 
'
:
i
'
'
2
¥
i
:
-
'
A
i
 
'
-
!
'
t
せ
て
い
る
.

i
e
t
:
一
蝣
・
'
¥
v
-
し
た
け
.
'
蝣
/
r
*
'
蝣
-
r
n
い
と
‥
∵
人
生
　
に
V
i
る
　
e
l
;
:
杏
:
.
.
止
:
.
r
し
た

と
き
へ
　
そ
の
闇
の
中
で
、
不
眠
に
さ
い
な
ま
れ
る
頭
脳
が
清
餌
を
始
め
る
o

r
K
の
昇
天
」
「
交
尾
」
「
脱
山
の
詔
」
な
ど
で
夜
の
舞
台
が
放
つ
効
果
は
独

㌍
で
蝣
v
-
;
∴
/
'
:
:
'
r
汁
=
ニ
り
ふ
や
,
い
.
り
ァ
1
'
蝣
^
-
 
'
・
-
C
-
 
'
L
i
-
 
'
-
∵
蝣
.
蝣
-
-
J
.
p
.
-
J
付
し
、
V
'
^
;
氾

さ
れ
た
闇
の
世
界
で
の
生
命
既
視
を
取
材
し
、
生
命
不
安
の
声
を
斑
材
L
t
光

㍗
.
　
め
て
O
v
l
S
'
v
r
L
　
付
し
¥
J
い
る
。

こ
こ
に
「
冬
の
日
」
　
「
冬
の
呪
」
　
「
関
の
絵
巻
」
の
一
二
編
を
速
び
、
作
中
人

・
r
.
 
'
-
f
:
^
.
 
-
'
j
∵
　
　
目
し
た
L
L
蝣
<
:
・
;
?
蝣
黒
∴
　
-
　
∴
」
へ
C
F
-
.
圭
ニ
∴
わ
し
て
い
る

1
が
'
ど
う
い
-
推
移
を
み
せ
て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
.
前
二
編
を
と
り

&
蝣
-
.
」
i
r
¥
-
y
;
へ
　
こ
の
作
・
]
㌍
L
t
-
蝣
蝣
J
-
.
J
∵
こ
た
い
す
∴
　
　
が
‥
‥
＼
い
・
1
1
」
-
s
;
&
'
蝣
-
!
」
蝣
蝣

ら
れ
'
心
情
出
現
の
共
と
せ
ら
れ
、
感
党
描
与
の
域
を
越
え
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
作
者
自
身
、
誓
箇
中
に
「
冬
の
日
」
を
指
し
て
「
私
の
云
っ
て
ゐ
ま
し
た

負
徴
,
r
H
表
な
る
も
の
甚
だ
道
々
な
が
ら
文
中
に
苑
艮
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て

良

-
I
・
・
I
i
二
'
*
I
、
i
・
・
∴
∴

、
蝣
;
蝣
'
i
-
こ
な
f
c
^
」
-
)
:
㌧
へ
て
い
こ
。
」
三
三
は
'
'
-
i
r
:
m
吾
と
い
う

芯
味
で
正
続
の
関
係
に
あ
る
と
'
中
谷
孝
雄
氏
に
評
さ
れ
て
も
い
る
。
竺
編
I

を
と
り
あ
げ
た
の
は
'
問
に
た
い
す
る
訂
議
が
主
題
の
琵
要
部
分
を
占
曽
宣
2

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
'
三
編
の
発
表
は
次
の
通
り
に
な
さ
れ
た
。
l

「
冬
の
日
」
昭
二
「
青
空
」
二
月
号
'
四
月
号

「
冬
の
岨
」
昭
三
「
創
作
月
刊
」
五
月
号

「
闇
の
絵
巻
」
昭
四
「
詩
.
現
実
」
二
号
(
九
月
刊
)

・J
'
l
o
a
i

「
‥
/
-
/
Q
r
n
L
o
,
;
は
t
i
S
r
'
;
r
r
ぺ
「
山
r
f
i
j
'
¥
¥
'
;
:
.
'
i
"

-
'
K
-
し
ま
る
:
蝣
]
工
「
な
く
な
っ

て
ゐ
」
「
一
日
一
日
が
彼
を
引
き
摺
っ
て
ゐ
」
る
よ
-
な
人
物
で
あ
る
。
自
ら

「
俺
の
生
き
る
道
は
、
そ
の
冷
静
で
自
分
の
肉
体
や
自
分
の
生
活
が
滅
び
行
-

の
を
見
て
ゐ
る
こ
と
だ
」
と
語
る
o
群
を
離
れ
'
孤
独
の
う
ち
に
'
自
己
の
内

山
を
ヘ
ル
丁
托
V
-
-
t
.
な
は
ご
し
4
i
r
:
-
-
:
-
ォ
;
j
-
,
j
い
る
O
や
・
f
t
ノ
J
/
∵
」
"
f
i
ル
…
J
t

あ
れ
る
こ
と
を
予
感
L
へ
'
V
い
た
-
な
い
と
闘
い
へ
愛
惜
の
和
み
に
耐
え
か
ね

て
い
る
'
J
作
岩
自
「
小
;
:
'
j
-
l
い
小
.
豊
J
i
.
-
J
ニ
ロ
ー
.
一
-
~
>
I
?
;
'
.
.
:
v
-
!
-
-
'
蝣
て
も
ろ
。



「
冬
の
日
」
に
お
い
て
光
と
男
の
関
与
す
る
部
分
を
考
え
る
と
'
光
に
よ
る

幸
福
感
の
肯
定
バ
そ
の
光
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
へ
の
愛
惜
と
か
な
し
み
へ
薄

暮
の
訪
れ
に
よ
る
絶
望
感
の
三
項
目
に
大
別
さ
れ
る
。

i
i
ォ
V
>
!
∵
㌻
三
善
!
-
)
」
.
'
採
る
と
~
t
"
J
+
i
'
r
f
れ
∴
早
目
等
'
J
k
!
し
た
ト
'
O
J
H
5

の
道
端
で
'
明
る
い
陽
射
し
を
あ
び
「
痴
呆
の
や
う
な
幸
福
だ
」
と
思
い
つ
つ

「
-
つ
-
つ
*
.
?
t
c
H
s
l
i
e
∵
こ
て
」
い
る
。
'
t
k
-
'
r
.
-
.
:
-
蝣
T
r
.
:
せ
j
j
J
心
神
日
代
C

呈
レ
か
す
め
る
G
そ
り
夕
へ
け
t
f
-
y
^
t
j
^
i
-
.
p
.
s
-
t
i
い
∴
=
V
'
蝣
蝣
蝣
・
>
'
蝣

L
T
眺
望
.
)
「
も
r
J
芯
C
[
'
-
荘
w
.
;
.
草
ー
・
.

⊥
い
け
^
-
蝣
y
'
.
A
董
」
¥
i
t
亨
"
蝣
'
.
蝣
-
リ
れ
-
!
'
=
蝣
;

命
に
間
足
し
て
ゐ
る
人
間
を
部
屋
の
中
に
へ
こ
の
通
行
人
の
心
は
恕
牧
す
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
幸
福
を
信
じ
る
カ
が
起
っ
て
来
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
つ

・
*
1
や
ノ
＼
.
二
川
昔
六
C
∵
バ
了
亘
っ
た
-
"
T
?
l
l
i
蝣
'
_
'

:
-
)
:
蝣
j
~
>
て
い
!
?
V
.
'
1
玉
八
蝣
)

L
L
t
!
'
:
'
・
」
0
:
'
i
'
'
"
'
・
'
-
る
出
品
.
,
;
_
-
_
_
"
J
'
.
-
-
'
バ
ー
1
'
七
し
て
い
一
?
-
'
H
C
h
、
T
T
,
琴
＼
t

j
j
]
へ
c
m
は
い
た
い
¥
J
い
・
r
*
-

し
た
が
っ
て
'
消
え
ゆ
く
日
形
を
最
い
愛
惜
す
る
O
心
を
燃
や
し
て
く
れ
る

も
の
は
実
し
く
燃
え
る
浮
雲
で
あ
る
t
i
i
'
,
r
¥
は
「
遠
い
地
平
へ
落
ち
て
行
く
太
陽

の
姿
」
に
駆
ら
れ
「
大
き
な
落
日
が
見
た
い
」
と
翻
い
町
を
さ
ま
よ
う
0
切
な

い
心
に
円
-
;
;
,
'
T
;
.
-
7
'
:
;
'
'
∴
-
i
'

.
-
y
j
れ
J
t
い
'
蝣
-
r
-
Q
,
い
∵
い
「
…
の

上
へ
の
ぼ
り
'
空
へ
手
を
伸
ば
し
て
ゐ
る
男
を
想
像
」
す
る
。
心
に
映
じ
た
己

・
S
O
っ
f
;
J
で
蝣
>
-
-
:
0
-
光
へ
c
v
.
:
.
な
い
相
は
.
;
-
;
・
;
:
.
'
:
-
-
)
て
い
る
∵
光
に
∵
、
品
目
t
i
L

か
げ
っ
て
い
-
と
き
も
「
E
T
j
汁
の
や
う
な
悔
恨
や
い
ら
だ
た
し
さ
」
が
心
に
拡

が
っ
て
い
-
の
を
覚
え
る
。
減
び
ゆ
-
落
日
は
'
崩
れ
ゆ
-
章
毎
の
象
徴
で
あ

は
〓
ら
C
∴
.
;
.
了
:
,
-
.
-
-
蝣
'
:
1
V
:
'
J

U
L
'
べ
∴
る
こ
卜
'
-
蝣
サ
.
W
と
い
ら
だ

た
し
さ
を
覚
え
る
。
「
冬
の
蟻
」
の
「
私
」
も
「
冬
の
日
」
時
代
を
回
顧
し

て
'
「
「
.
l
J
け
‥
∴
二
り
V
-
^
U
,
s
"
-
蝣
÷
'
'
:
-
＼
E
E
∵
1
'
~
~
'
-
-
-
M
い
†
M
J

を
持
っ
て
ゐ
た
」
と
語
る
。

こ
う
い
.
ユ
与
ト
と
っ
て
、
　
　
の
　
　
注
_
蝣
"
p
'
,
㍗
.
1
^
蝣
・
・
・
・
,
・
/
∴
¥
-
'
-
x
-
,
f
,
^

夜
に
な
る
i
J
「
古
い
生
活
は
死
の
や
-
な
空
気
の
中
で
停
止
す
る
」
か
ら
で
あ

る
。
菜
は
顎
骨
が
訪
れ
る
と
「
絶
望
に
似
た
感
情
で
窓
を
鋪
じ
る
O
」
そ
し
て

「
校
と
名
づ
け
ら
れ
た
日
陰
」
に
「
不
忠
試
な
い
ら
だ
ち
」
を
応
じ
る
。
「
今

日
は
も
う
日
は
見
ら
れ
な
い
」
と
思
う
と
き
、
「
t
u
n
の
心
は
明
る
く
は
な
ら
な

い
」
か
ら
で
あ
る
。
日
の
な
い
と
こ
ろ
に
宰
紙
を
信
じ
る
力
は
起
ら
な
い
の
で

あ
る
。
薄
幕
の
町
で
は
'
自
分
の
住
ん
で
い
る
親
し
い
町
す
ら
へ
自
分
を
拒
む

か
の
よ
-
な
「
暗
愁
」
が
心
に
か
げ
る
〇

一
方
、
「
昭
愁
」
の
-
ち
に
'
_
「
こ
-
い
う
記
は
が
a
て
の
自
分
に
あ
っ
た

辛
-
な
、
一
校
討
か
し
い
甘
莞
な
気
持
」
の
ひ
ら
め
き
も
応
じ
と
る
o
　
こ
の
気

持
‥
蝣
蝣
-
<
'
∴
　
「
　
　
　
」
の
t
 
m
!
.
1
"
"
;
'
-
)
;
/
.
;
;
y
~
;
蝣
'
ル
　
　
　
　
　
心
へ
と

.
1
j
-
L
.
し
て
け
-
。

:
・
'
/
　
つ
　
&
'

「
-
蝣
V
O
7
J
」
の
「
　
」
f
f
t
 
F
昌
∴
J
-
.
'
J
二
人
)
;
.
'
蝣
蝣
-
r
.
-
-
'
-
・
・
言
　
圭
∴
㌃
　
「
.
t
i

と
日
光
浴
を
し
て
い
る
男
」
で
あ
る
O
作
者
は
　
襟
揚
ケ
島
で
大
正
十
五
年
と

r
E
.
り
y
i
-
二
年
C
∴
>
:
.
-
蝣
:
蝣
'
-
]
し
て
い
る
。
「
章
'
J
f
へ
　
　
　
㌃
-
h
,
r
.
,
r
c
-
-
2
に
点
き

去
っ
た
ま
ま
へ
　
い
ま
は
そ
の
形
も
形
も
な
-
な
っ
C
ゐ
る
。
」
　
「
冬
の
日
」
の

汁
㌣
」
も
が
い
t
 
I
;
持
田
∴
臼
.
-
r
-
:
.
'
.
蝣
-
1
"
J
J
j
1
†
∴
'
蝣
蝣
蝣
:
j
*
-
-
-
9
A
-
r
s
臼
　
の
　
⊥

「
何
と
い
ふ
伯
怠
'
何
と
い
ふ
因
循
」
と
み
な
し
「
自
ら
を
殺
す
蛸
等
の
中
の

自
由
」
を
望
ん
で
「
い
つ
に
な
っ
た
ら
か
-
し
た
こ
と
に
良
が
つ
-
の
か
」
と

吐
息
を
つ
く
。
気
ま
ぐ
れ
な
外
出
の
校
へ
自
分
の
部
屋
の
絹
が
い
な
く
な
っ
た

こ
と
に
気
付
き
「
私
に
も
な
に
か
私
を
生
か
し
へ
　
そ
し
て
い
つ
か
私
を
殺
し
て

し
　
∵
ふ
気
ま
!
、
な
‥
㌍
:
=
」
'
;
蝣
-
'
'
,
-
'
L
L
~
蝣
'
;
蝣
-
 
'
'
蝣
.
 
'
-
<
-
T
エ
　
　
　
う
と
し
て
い
る
.

「
冬
の
蟻
」
で
は
、
ま
ず
'
消
極
的
な
が
ら
も
羊
福
へ
の
意
志
へ
光
へ
の
愛

惜
と
い
っ
た
「
冬
の
日
」
の
心
情
が
否
定
さ
れ
る
。
次
い
で
新
し
く
'
苗
幕
を

-　2,r) -



川
~
Z
*
f
~
こ
-
i
-
f
r
る
、
蝣
j
'
-
'
~
^
、
蝣
:
o
」
=
;
r
i
L
C
中
.
J
い
た
-
卜
∵
」
巾
i
'
;
㌫
圭
L
"
J

:
:
.
-
J
.

y
.
-
'
i

'
'
.
'
.
'
-
・
:
'
.
'
.
・
・
・
・
'
.
'
'
'
蝣

て
「
今
の
私
に
は
t
も
-
そ
ん
な
変
悟
は
な
か
っ
た
」
と
い
い
へ
形
の
訪
れ
に

⊥
∴
∴
い
・
-
-
i
^
-
I
∵
L
V
j
-
*
^
'
'
∴
‖
∴
た
x
・
「
'
-
/
,
い
・
-
r
v
'
-
*
蝣
'
r
.
告
ト
l
t
す

る
。r

-
.
L
^
'
.
r
.
で
i
i
-
i
i
-
"
'
n
L
∵
∵
し
「
^
-
蝣
蝣
^
-
-
-
な
べ
ら
-
-
'
c
T
.
"
-
.
蝣
ん
で
ゐ
る

勇
」
と
呼
び
「
日
を
浴
び
る
と
き
は
太
陽
を
憎
む
こ
と
ば
か
り
考
へ
」
て
い

る
O
「
日
に
当
り
な
が
ら
私
の
附
悪
は
だ
ん
だ
ん
j
-
C
l
ま
っ
て
」
ゆ
き
「
平
凡
な

R
な
」
:
z
¥
-
-
∵
＼
'
蝣
"
蝣
'
・
・
'
.
・
.
・
」
し
∴
ぷ
＼
1
=
.
-
J
:
¥
-
X
.
,
貢
「
弘
)
工
二
蝣
f
l
t
'
J
蝣
)
'
仙

い
」
も
の
「
生
の
幻
覚
で
私
を
描
さ
う
と
す
る
」
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
O
さ
ら

に
'
太
E
=
を
憎
む
と
は
へ
そ
れ
の
鉄
机
す
る
率
柚
を
間
:
I

-
む
こ
と
で
あ
る
O
「
私

r
i
'
j
^
r
:
-
ユ
「
∵
T
言
∵
∴
㌍
∴
上
<
!
/
∴
v
.
'
K
j
L
'
-
1
*
,
-
∴
・
O
V
は
な
い
b
そ

r
j
y
h
号
(
-
†
-
1
-
-
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.
_
r
j
-
.
.
y
*
r
j
:
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<
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'
,
/
~
む
‖
-
.
'
i
J
t
L
い
蝣
~
-
c
Q
-
∴
二
j

I
'
'
蝣
'
・
I
∵
'

理
性
の
偽
情
が
あ
る
」
と
茄
椴
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
幸
柘
に
侮
つ
き
憎
む
の
で
あ

る
。
「
り
蝣
-
U
・
蝣
-
:
.
小
い
:
-
<
-
・
廿
の
は
'
卜
な
い
言
-
い
ふ
言
i
V
i
i
-
f
t
'
;
1
"
-
'
は
.
節

幸
な
と
き
'
仙
人
の
牢
福
に
も
侶
つ
-
O
自
ら
の
不
事
を
新
た
に
訂
説
す
る
か

ら
で
ふ
∵
:
.
。
ト
つ
い
'
'
'
-
f
-
j
i
i
j
j
り
・
,
ェ
ノ
・
1

-
で
膏
＼
「
告
x
-
,
*
r
t
-
蝣
:
蝣
蝣
-
'
'
、

V
j
"
.
人
目
J
え

ま
た
へ
太
陽
の
与
え
る
肉
体
的
不
快
m
も
憎
悪
の
一
因
で
あ
る
。
「
日
光
浴

の
R
C
隼
r
>
卜
I
J
.
r
て
ニ
∴
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章
L
v
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-
＼
I
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i
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-
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・
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"
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圭
・
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情
∴
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に
一
日
二
H
L
い
r
;
仕
蝣
-
'

_
-
'
,
i
'
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も

ろ
。
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こ
r
:
'
-
-
-
蝣
'
i
:
T
L
∵
石
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蝣
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'
j
れ
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蝣
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-
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'
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i
-
'
L
i
-
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仕
い
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-
ド
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。
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-
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'
-
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士
∴
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-
!
(
い

か
な
錠
を
1
待
つ
よ
う
に
」
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
章
毎
f
・
は
な
い
に

し
て
ニ
㍉
v
-
:
-
*
-
蝣
t
、
1
3
,
"
-
.
'
.
-
.
'
蝣
>
章
蝣
_
:
'
-
.
蝣
ォ
:
∴
い
4
.
予
∵
∵
J
S
:
一
C
・
o

小
一
,
机
v
-
.
;
C
:
い
'
ト
音
)
;
-
:
*
.
i
-
~
ん
圭
い
C
∴
∴
上
告
J
な
く
へ
'

m
'1
9
6
.
:
∩

-
^
i
-
,
7
-
'
小
目
八
.
ち
-
-
・
i
'
V
二
言
、
"
-
*
'
I
で
あ
る
・
U
誉
.
:
ト
ド
C
-
T
7
-
で
的

な
工
.
∵
れ
∴
も
.
'
.
'
'
M
w
る
E
t
‥
J
^
"
7
J
:
¥
-
,
"
,
-
7
-
蝣
-
-
蝣
I
"
-
-
工
心
い
。

㌍
∴
蝣
'
S
-
'
-
r
t
て
ご
t
v
?
.
-
-
'
¥
∵
言
二
ド
∵
り
蝣
i
-
^
山

の
中
に
下
り
る
.
落
日
は
山
向
-
に
沈
み
、
夢
の
よ
-
な
l
卓
か
さ
の
中
に
「
京

王
1
-
'
'
小
j
J
j
l
h
'
J
」
÷
'
.
>
'
'
蝣
'

-
}
'

:
.
:
1
サ
-
J
い
・
1
こ
と
に
∴
蝣
'
<
蝣
>
,
蝣
>
>
)
-
∴
t
し
な

い
・
.
・
・
.
・
.
.
.
.
.
'
・
.
・
・
'
.

お
う
と
す
る
と
き
、
「
あ
た
り
に
ま
だ
光
が
あ
っ
た
と
き
1
1
3
は
'
介
く
只
っ
た

-
蝣
;
い
・
章
、
t
は
n
-
T
'
*
・
"
・
L
.
.
-
-
蝣
L
w
」
-
j
-
y
:
-
'
C
-
。
U
'
-
Z
誉
t
i
;
∴
∴
言
い
'
T
:
蝣

人
山
「
∴
;
;
」
て
ォ
^
"
:
'
.
'
.
:
"
1
'

.
'
.
ト
・
.
亘
川
-
㌻
」
へ
,
p
'
-
:
'
;
i
J
:
い

と
き
C
t
H
L
r
'蝣
_
:
蝣
'
;
'
"
蝣
-
上
手
㍗
た
「
L
T
い
:
;
r
-
j
v
あ
る
。
「
~
*
-
J
い

I
.
'
.
.
.
.
.
:
I
.
・
・
.
I
.
.
.
.
.
・
:
7
.
.
・
・
.
I

に
I
バ
、
い
V
'
-
J
i
C
'
-
こ
÷
∵
∵
'
・
>
蝣
'
.
-
-
'
こ
こ
に
・
"
J
'
J
~
-
∵
1
R

T
'
た
(
,
た
i
i
¥
J
-
~

†
∵
し
一
.
丁
-
-
=
'
.
-
蝣
l
*
x
-
∴
]
・
い
"
:
-
'
-
c
∵
.
昌
.
∴
y
-

い
行
手
に
向
っ
て
張
り
切
り
'
今
や
決
然
と
し
た
意
蝣
r
-
5
を
抗
篭
る
。
な
ん
と
い

・
.
.
・
.
.
.
.
i
.
.
.
.
I
.
_
.
・
・
・
'
・
'
.
・
・
・
.
.
・
・
:
.
;
.
.
.
'

そ
の
な
か
で
こ
そ
私
の
疾
労
は
快
く
崇
弘
L
m
ら
し
い
戦
賢
で
症
じ
る
こ
と
が

出
来
る
。
歩
け
。
歩
け
.
へ
た
ば
る
ま
で
歩
け
.
」
こ
の
情
熱
は
「
終
り
ま
で

そ
の
机
性
に
な
り
琉
'
,
'
J
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
ほ
ど
執
粉
で
あ
る
。
L
=
い
情
熱

に
i
j
・
〔
ド
0
牀
L
「
)
.
左
了
」
は
な
い
。
;
-
-
;
蝣
蝣
i
ト
T
.
*
-
"
I
-
'
、
I
J

も
、
夜
の
陰
抑
い
な
部
屋
で
竹
霜
や
す
る
の
は
'
琴
見
得
ら
れ
る
か
ぎ
り
の
扶
L
S
な

-
蝣
,
-
'
J

T
i
1
-
,
-
.
の
'

-
f
:
i
;
r
;
-
>
^
=
'
言
よ
う
に
t
、
か
く
'
O
'
＼
I
C
・
堅
ト
-
'
.
-
!
八
.
い
J
j
己
T
～
,
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∴
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∵
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∵
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.
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∴
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入
り
'
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訪
わ
れ
る
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陶
然
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し
た
心
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安
ら

∴
一
な
=
、
∵
"
.
.
'
-
)
.
・
-
.
思
∴
て
い
る
。
「
2
c
r
:
-
'
"
J

で
は
へ
こ
の
闇
へ
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現
し
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'
愛
が
大
き
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ら
れ
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∵
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熱
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明
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あ
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は
何
を
意
味
す
る
の
か
o
そ
れ
は
「
今
は
誰
の
限
か
ら
も
隠
れ
て
し
ま
っ
た
1

-
今
は
巨
大
な
闇
と
一
如
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
-
感
情
で
あ
る
O
今
は

す
で
に
へ
匝
討
、
非
常
の
惟
界
'
や
が
て
自
分
を
看
弟
尽
す
で
あ
ろ
-
惟
界
に

÷
J
L
ま
f
蝣
.
'
:
-
し
い
・
ふ
,
-
J
-
=
で
も
ろ
。
∴
び
へ
r
.
;
蝣
-
>
-
心
　
　
　
も
　
∴
し
*
サ
K

る
。
波
び
そ
の
も
の
'
闇
そ
の
も
の
と
一
如
と
な
っ
た
感
情
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
1
:
」
に
は
H
C
占
'
-
蝣
蝣
A
-
i
-
V
i
・
*
'
・
蝣
で
叶
ま
し
く
へ
草
'
;
;
o
[
^
:
c
;
;
j
れ
て
い
る
夜

は
薄
汚
な
く
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
o
　
「
冬
の
日
」
に
お
い
て
'
苦
痔
で
あ
り

「
死
の
や
う
な
N
.
気
」
を
湛
え
た
忌
わ
し
い
夜
は
'
逆
に
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ

好
ま
し
い
も
の
と
し
て
首
足
さ
れ
て
い
る
O

こ
の
好
ま
し
い
問
の
風
景
に
は
'
安
息
以
外
の
心
情
も
、
点
描
さ
れ
る
。
夜

道
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
不
安
を
感
じ
、
電
燈
の
灯
が
遠
く
な
る
の
を
見
る
と
安

猪
が
消
え
る
。
逆
に
、
関
頭
の
一
つ
の
印
枇
燈
が
恐
怖
を
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
瞬

間
的
に
は
'
こ
の
よ
う
な
不
安
・
恐
怖
を
い
だ
-
こ
と
も
あ
る
が
'
現
念
と
し

て
問
の
山
道
を
想
起
す
る
と
き
'
〓
山
し
て
'
親
し
み
へ
安
ら
ぎ
の
気
特
を
吹

起
す
る
闇
と
い
う
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

お
あ
り
に

以
上
三
編
の
'
光
と
影
と
が
関
与
し
た
心
情
の
推
移
は
次
の
よ
-
に
要
約
で

・

f

r

j

i

y

「
冬
の
日
」
に
お
け
る
心
情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
冬
の
岨
」
で
否
足
さ
れ
る
O

す
な
は
ち
'
光
に
よ
る
章
毎
感
へ
光
へ
の
愛
惜
の
情
は
'
太
陽
お
よ
び
幸
福
へ

0
'
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'
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W
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・
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'
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芯
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,
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廿
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っ
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∵
エ
'
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-
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"
・
'
・
*
　
V
i
だ
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H
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∴
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い
た
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引
出
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㌫
び

へC∴_昌蝣':*-.:y.:- "r̂
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"
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'
-
'
ニ
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蝣
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J
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こ
C
喜
び
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術
を
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体
的
な
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捕
出
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た
場
合
の
心
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で
の
安
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成
思
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あ
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れ
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っ
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だ
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谷
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氏
は
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描
か
に
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ん
気
な
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者
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な
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な
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土
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骨
の
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の
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う
な
葉
税
の
き
ざ
し
が
あ
る
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「
減
山
の
話
」
の
こ
と
ば
を
借
る
と
'
心
の
一
方
に
存
す
る
「
州
的
り
た
い
気

持
」
へ
の
傾
き
の
一
時
期
聖
試
す
の
だ
ろ
-
か
。
醸
山
の
一
方
に
は
「
澄
み
た

い
気
持
」
が
あ
り
へ
他
方
に
は
「
関
り
た
い
気
持
」
が
あ
る
O
小
悪
比
は
い
つ

も
後
者
に
味
方
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
祈
臓
を
こ
妙
へ
前
者
に
味
方
し
て
も
t
も
-

印
純
に
は
前
者
に
つ
い
て
い
け
な
い
と
い
-
。
銅
山
に
は
モ
≠
ル
が
あ
る
と
い

う
が
、
そ
の
内
面
に
梶
井
は
己
れ
の
姿
を
見
出
し
た
に
違
い
な
い
。
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